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青森・岩手県境の産業廃棄物不法投棄

[状　況]
　期間　：1987年～1989年
　青森県側：671km3

　岩手県側：205km3

[処理計画]
　期間　：2003年～2012年
　青森県費用：434億円
　岩手県費用：221億円

本邦では第２件目の
大規模不法投棄事件

産業廃棄物処分場モニタリング



06.3.27　PRISM画像 2.5m 06.10.14　パンシャープン画像 2.5m

算出された増加面：約1400㎡
目視判読による変化抽出

産廃処分場の２時期データの比較
(いわてクリーンセンター)



2006/10/14 2007/3/1 2007/10/17

2007/11/15 2008/5/17 2008/7/2

多時期データ：いわてクリーンセンター



・サーバは岩手大学内に設置
・県の産廃担当者、産廃監視員などがインターネットを経由してアクセス
・2007年度末より運用中、データや機能を随時更新

産業廃棄物処分場モニタリング

現地を熟知している人が、目視判読を主体として、異常を検出するための
支援システムとして構成されている。



2画面表示。右は地図データ別の日付の衛星画像を表示

産廃処理施設モニタリングシステム





08.6.15  AVNIR-2 08.7.2  AVNIR-2 
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2008年6月14日に発生した岩手・宮城内陸地震に関する

“だいち”データの解析結果を地域の諸機関に提供してきた。

岩手・宮城内陸地震での利用
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三迫川、
産女川上流

荒砥沢の
　大崩落

2008/7/2画像



2008/6/15

2008/7/2
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一迫川上流の震災後の２時期画像、



画像(2)：天然ダムの集水域データセット

水系・集水域図
AVNIR-2画像 斜度図

天然ダムへの流入量
推定の資料として



画像データを提供してきた機関・組織

• 岩手県庁：総合防災室、河川課、砂防防災課、

• 宮城県庁：道路課、河川課、防災砂防課、森林保全課

• 災害対策本部：栗原市、一関市、奥州市

• 国交省：東北整備局、岩手河川国道事務所、

　　　　　　　仙台河川国道事務所、

• 森林管理局：東北森林管理局、岩手南部森林管理署、

• 大学：岩手大学工学部・農学部、東北工業大学、

　　　　　東北大学工学部土木系・理学部

• 岩手・宮城合同調査委員会

• 社団法人：土木学会東北支部、東北建設技術協会

• 報道機関



パンシャープン画像（立体視を含む）に対する評価

利点

• 広領域のオルソ画像として被災地を観察できること。地形特徴や構造線を
大局的に観察できること。航空写真では狭視野、倒れ込み、方向不定定等
の短所がともなう。

• 被災前を含めて、被災地の時系列観察が可能であること。

• 道路が閉鎖されて孤立する集落の状況が判読できる。

• 多くの未知の崩壊箇所が判明したこと、崩壊箇所の特徴（安定しているも
の、今後さらに崩落が懸念されるもの）が判読できること。

• 多くの人が互いの知識を共有できる（大画面の利用）

• 住民説明会などへの活用も期待できる。

今後への期待

• 移動土砂量が推定できると良い。

• 土砂挙動や復旧状況のモニタリングに期待している

• 新しい地質情報が得られる可能性がある。例えば、未知の構造線が発見、
新しいテクトニクス構築に関する資料が得られる、などが考えられる。

• 地震災害だけではなく、多くの分野での利用が期待できる。



衛星画像の光と影：

地震後に取得されたAVNIR-2及びPRISMデータ：
AVNIR-2 ： 6/15, 6/17, 7/2, 7/11, 7/19, 7/24, 7/26, 7/28, 7/29
PRISM   ： 7/2, 7/11

このうち利用されたのは、6/15（雲量70%）と7/2（ほぼ快晴）のみであった。

仙台国際センターでの土木学会全国大会会場での展示


